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三重県地方自治研究センターの

今期の活動を
　　　 振り返る

　

２
０
２
２
年
度
の
三
重
県
地
方
自
治
研

究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
、
未
だ
続
く
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
、
刻
一
刻
と
変
化
す
る
状
況

を
踏
ま
え
、
各
種
感
染
対
策
を
講
じ
可
能

な
形
を
模
索
し
な
が
ら
、
調
査
研
究
活
動

や
講
演
・
情
報
提
供
活
動
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

調
査
研
究
活
動
で
は
、
２
０
２
１
年
度

か
ら
引
き
続
く
「
地
方
分
権
改
革
の
在
り

方
研
究
会
～
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
て
考

え
る
～
」
の
ほ
か
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
と
自
治
体
財
政
に
関
す
る
調
査
研
究
」

「
ナ
ッ
ジ
を
活
用
し
た
自
治
体
業
務
研
究

会
」
を
新
た
な
研
究
と
し
て
立
ち
上
げ
て

進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

講
演
・
情
報
提
供
活
動
で
は
、
地
方
分

権
改
革
の
在
り
方
研
究
会
の
活
動
の
一
環

と
し
て
内
閣
府
職
員
を
講
師
に
迎
え
た
研

究
セ
ミ
ナ
ー
「
提
案
募
集
方
式
で
改
善 
職

場
や
地
域
の
課
題
」
や
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
と
自
治

体
財
政
」
と
題
し

た
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
こ

れ
ら
の
活
動
の
状

況
に
つ
い
て
概
要

を
報
告
し
ま
す
。

　

昨
年
度
に
設
置
し
た
「
地
方
分
権
改
革

の
在
り
方
研
究
会
～
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と

し
て
考
え
る
～
」
で
は
、
四
日
市
大
学 

副
学
長 

総
合
政
策
学
部
教
授
の
小
林
慶

太
郎
氏
を
座
長
に
迎
え
、
県
内
自
治
体
か

ら
四
日
市
市
・
鈴
鹿
市
・
津
市
・
名
張
市
・

明
和
町
・
多
気
町
の
地
方
分
権
改
革
の
担

当
者
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
自

治
体
に
お
け
る
地
方
分
権
改
革
の
現
在
の

状
況
や
抱
え
る
課
題
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
自
治
体
職
員
一
人
一
人
が
地
方
分
権

改
革
の
理
解
を
深
め
、
地
方
分
権
改
革
は

私
達
の
業
務
を
増
や
す
も
の
で
は
な
く
、

業
務
を
や
り
易
く
し
て
い
く
た
め
の
一
つ

の
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
の
認
識
を
持
っ
て
日

常
業
務
に
ま
い
進
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
研
究
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
県
内
各
自
治
体
の
取
組
状
況
と

課
題
の
確
認
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に
県

内
の
自
治
体
及
び
自
治
体
職
員
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
現
在
の
地
方
分
権
改
革
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
提
案
募
集
方
式
を
積
極
的

に
活
用
し
て
い
る
県
外
自
治
体
に
お
話
を

伺
う
こ
と
と
し
、
昨
年
１
月
18
日
に
愛
知

県
大
府
市
、
同
月
24
日
に
愛
媛
県
砥
部
町

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
そ
の
取
組
内
容
に

つ
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
４
月
22
日
に
開
催
し
た
第

４
回
か
ら
１
月
30
日
に
開
催
し
た
第
７
回

ま
で
、
計
４
回
の
研
究
会
を
行
い
ま
し

た
。
昨
年
度
の
オ
ン
ラ
イ
ン
視
察
等
で
得

た
知
見
等
を
基
に
議
論
を
深
め
、
研
究
会

と
し
て
動
画
視
聴
形
式
の
啓
発
活
動
の
実

第5回研究会の様子

施
や
内
閣
府
の
職
員
を
講
師
に
招
き
提
案

募
集
方
式
の
理
解
促
進
を
テ
ー
マ
と
し
た

研
究
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
後
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
、
活
動
の
成
果
及
び
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
研
究
会
は
こ
れ
で
終
了
と
な
り
ま
す

が
、
自
治
体
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
い
た
研

究
員
の
皆
様
か
ら
は
、
研
究
会
の
活
動
を

と
お
し
て
地
方
分
権
改
革
の
理
解
の
向
上

に
つ
な
が
り
良
い
機
会
だ
っ
た
な
ど
の
ご

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
究
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
３
月
に

完
成
予
定
の
報
告
書
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

地
方
分
権
改
革
の
在
り
方
研
究
会

地
方
分
権
改
革
の
在
り
方
研
究
会

～
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
て
考
え
る
～

～
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
て
考
え
る
～

（一財）
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２
０
２
３
年
１
月
24
日
、「
地
方
分
権

改
革
の
在
り
方
研
究
会
～
コ
ロ
ナ
禍
を
契

機
と
し
て
考
え
る
～
」
の
研
究
活
動
の
一

環
と
し
て
内
閣
府
地
方
分
権
改
革
推
進
室

の
職
員
を
講
師
に
迎
え
、「
提
案
募
集
方

式
で
改
善 

職
場
や
地
域
の
課
題
」
と
題

し
た
研
究
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
２
０
１
４
年
か
ら
継
続
し

て
行
わ
れ
て
い
る
地
方
分
権
改
革
の
手
法

で
あ
る
提
案
募
集
方
式
の
理
解
促
進
を
目

的
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
内
容
と
し
て

は
、
提
案
募
集
方
式
の
概
要
説
明
等
の
講

義
と
提
案
を
行
う
際
の
流
れ
を
体
験
す
る

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
２
部
構
成
で
実
施
し

ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、
提
案
募
集
方
式
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
、
①
多
様
化
し
た
地
域
ご
と
の

実
情
に
あ
っ
た
課
題
解
決
が
で
き
る
こ

と
、
②
業
務
削
減
や
効
率
化
に
つ
な
が
る

こ
と
、
③
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
な
が
る

こ
と
の
３
点
を
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
提
案
募
集
方
式
の
活
用
に
あ
た

り
、
自
治
体
だ
け
で
は
時
間
や
労
力
が
か

か
り
負
担
が
大
き
い
部
分
を
内
閣
府
や
地

方
分
権
改
革
有
識
者
会
議
が
積
極
的
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
体
制
と
し
て
、
①
提
案
の
中

身
固
め
の
後
押
し
と
し
て
の
事
前
相
談
、

②
提
案
を
行
う
仲
間
づ
く
り
の
後
押
し
と

し
て
の
共
同
提
案
、
③
提
案
の
実
現
に
向

け
た
後
押
し
と
し
て
の
内
閣
府
及
び
専
門

部
会
に
よ
る
各
府
省
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
受

講
者
が
事
前
に
取
り
組
ん
だ
事
前
課
題

シ
ー
ト
を
基
に
、
実
際
に
提
案
募
集
方
式

に
取
り
組
む
際
の
流
れ
で
あ
る
ス
テ
ッ
プ

　

今
年
度
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
と
自

治
体
財
政
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
疲
弊
し
た
事
業
者
支
援
や
感
染
防
止
対

策
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
対
応
に
追
わ
れ

る
自
治
体
財
政
を
支
え
る
べ
く
、
令
和
２

年
度
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
交
付
金

制
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
応
す
る
と
い
う
目
的
で
あ
れ
ば
、
原

則
、
地
方
自
治
体
が
自
由
に
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
点
が
特
徴
で
す
が
、
会
計
検

査
院
に
よ
る
検
査
に
お
い
て
交
付
金
の
使

い
方
等
に
つ
い
て
細
か
く
指
摘
さ
れ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
活
用
内
容
に
つ
い
て
検
討

を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。
同
交
付
金
は
来
年
度
以
降
も
継

続
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
行
い
、
三
重
県
内
の
自
治
体
に

有
益
な
研
究
結
果
が
提
供
で
き
る
よ
う
取

組
を
進
め
ま
し
た
。

　

研
究
に
係
る
具
体
的
な
活
動
と
し
て
、

三
重
県
内
自
治
体
に
お
け
る
活
用
状
況
と

課
題
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
県
内
29

市
町
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
12
日
に
、
公
益
財
団
法
人

地
方
自
治
総
合
研
究
所
研
究
員 

其
田
茂

樹
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
と
自
治
体
財
政
」
と
題
し
た
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
其
田
氏
か
ら
は
、
こ
れ

ま
で
の
交
付
金
活
用
状
況
や
事
業
実
施
後

１
「
地
域
の
課
題
・
支
障
事
例
の
把
握
」、

ス
テ
ッ
プ
２
「
根
拠
規
定
を
読
み
返
す
」、

ス
テ
ッ
プ
３
「
解
決
方
法
を
考
え
る
」、

ス
テ
ッ
プ
４
「
提
案
の
概
要
作
成
」
に

沿
っ
て
議
論
を
行
い
、
提
案
内
容
を
検
討

し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
終
了
後
に

は
、
各
グ
ル
ー
プ
で
検
討
し
た
提
案
内
容

を
発
表
し
、
内
閣
府
職
員
よ
り
質
疑
応
答

や
提
案
内
容
に
対
す
る
助
言
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

三
重
県
内
で
は
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い

な
い
提
案
募
集
方
式
で
す
が
、
活
用
す
る

こ
と
で
、
職
場
や
地
域
の
課
題
解
決
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
の
で
、
今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
が
取
組
の
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

の
効
果
検
証
、
会
計
検
査
院
か
ら
の
指
摘

事
項
等
に
つ
い
て
、
ご
説
明
と
ご
考
察
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。さ
ら
に
、当
セ
ン
タ
ー

が
県
内
自
治
体
を
対
象
に
実
施
し
た
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
回
答
結
果
か
ら
所
感
や
分
析
を
い

た
だ
き
、
ま
た
、
今
後
も
同
様
の
交
付
金

が
交
付
さ
れ
た
際
に
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
と
共
通
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
内
容

等
に
つ
い
て
ご
考
察
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
も
詳
細
に
つ
い
て
は
３
月
に
完

成
予
定
の
報
告
書
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

セミナーの様子

其田茂樹氏

グループワークの様子

セミナーの様子

内
閣
府
職
員
を
講
師
に
迎
え
た

内
閣
府
職
員
を
講
師
に
迎
え
た

提
案
募
集
方
式
の
活
用
に
向
け
た
研
究
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

提
案
募
集
方
式
の
活
用
に
向
け
た
研
究
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
と

自
治
体
財
政
に
関
す
る
調
査
研
究

自
治
体
財
政
に
関
す
る
調
査
研
究
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右
記
は
、
令
和
２
年
度
に
横
浜
市
で
、

固
定
資
産
税
の
口
座
振
替
促
進
を
図
ろ
う

と
、
ナ
ッ
ジ
を
活
用
し
た
チ
ラ
シ
を
送
付

し
た
事
例
で
、
そ
の
効
果
が
高
か
っ
た
も

の
と
し
て
、
各
所
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
ナ
ッ
ジ
」
と
は
、「
人
々
の
心
理
的
・

行
動
経
済
学
的
特
性
を
踏
ま
え
て
、
ま
た

は
そ
れ
を
活
用
し
て
、
強
制
す
る
こ
と
な

く
、
高
額
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
用
い
る

こ
と
も
な
く
、
自
分
自
身
や
社
会
に
と
っ

て
最
適
な
選
択
を
人
々
が
自
発
的
に
実
行

で
き
る
よ
う
に
促
す
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
デ
ザ
イ
ン
・
仕
組
み
・
制
度
」
で
、
直

訳
す
る
と
「
ひ
じ
で
軽
く
突
く
」「
そ
っ

と
後
押
し
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

ま
す
。

　

ナ
ッ
ジ
は
、
提
唱
者
が
ノ
ー
ベ
ル
経
済

　

10
月
７
日
・
８
日
、
第
39
回
地
方
自
治

研
究
全
国
集
会
「
静
岡
自
治
研
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
自
治
研
を
再
復
興
し
、
地

域
で
関
わ
る
み
ん
な
で
こ
れ
か
ら
の
地
域

や
職
場
を
考
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
、「
や
ら
ざ
あ
、
自
治
研
ル
ネ
サ
ン

ス
！
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
今

回
の
全
国
自
治
研
。

　

１
日
目
の
全
体
集
会
で
は
、
斎
藤
幸
平

氏
（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科

准
教
授
）
の
記
念
講
演
「
脱
成
長
で
め
ざ

す
、
持
続
可
能
な
社
会
」
の
ほ
か
、
各
種

講
演
・
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
各
所
に
分
か
れ
て
、
第
１

～
９
分
科
会
・
特
別
分
科
会
が
行
わ
れ
、

活
発
な
議
論
が
く
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
１
分
科
会
「
自
治
研
入
門
！
来
た

れ
、
地
域
の
新
た
な
主
役
！
」
は
、
私
た

ち
が
気
付
か
な
い
う
ち
に
関
わ
っ
て
い
る

地
域
・
社
会
貢
献
の
事
例
か
ら
、
自
治
研

活
動
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
テ
ー
マ
の

分
科
会
で
し
た
。
午
前
中
は
、
参
加
者

が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
静
岡
市
内
を

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
し
、
午
後
は
、
事
例

報
告
と
し
て
、
新
潟
県
阿
賀
町
、
群
馬
県

前
橋
市
、
三
重
県
松
阪
市
の
職
員
が
自
治

研
活
動
と
し
て
の
取
組
内
容
を
報
告
い
た

だ
い
た
ほ
か
、
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
総

合
学
術
院
教
授
の
篠
田
徹
氏
と
３
名
の
活

動
報
告
者
と
で
「
自
治
研
す
る
と
は
？
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

学
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
で
注
目
を
集
め
、

比
較
的
少
な
い
費
用
負
担
で
人
々
の
自
発

的
な
望
ま
し
い
行
動
を
促
す
点
な
ど
は
行

政
施
策
と
の
相
性
も
良
い
と
言
わ
れ
、
政

策
手
法
の
一
つ
と
し
て
活
用
さ
れ
始
め
て

い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ナ
ッ
ジ
を
知
り
上

手
く
活
用
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
向
け
た
よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
、
職
員
自
身
の
業
務
改
善
に
も
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
の
思
い
か
ら
、

「
ナ
ッ
ジ
を
活
用
し
た
自
治
体
業
務
研
究

会
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
、
一
橋
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
国
際
企
業
戦
略
専
攻
特
任
講
師

で
、
ナ
ッ
ジ
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ
ｏ
ｌ
ｉ

ｃ
ｙ 

Ｇ
ａ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
（
ポ
リ
シ
ー
ガ
レ
ー

ジ
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
で
も
あ

る
山
本
翔
平
氏
を
迎
え
、
鈴
鹿
市
・
津
市
・

伊
賀
市
・
伊
勢
市
・
朝
日
町
・
玉
城
町
・

度
会
町
の
職
員
に
参
画
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
ナ
ッ
ジ
を
知
る
た
め
に
山

本
氏
に
２
回
の
講
義
を
実
施
し
て
い
た
だ

き
、
背
景
に
あ
る
理
論
を
ご
説
明
い
た

だ
く
と
と

も
に
、
実

践
に
即
し

た
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク

を
行
う
な

ど
、
ナ
ッ

ジ
の
知
見

を
深
め
ま

し
た
。

　

印
象
的
な
活
動
だ
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
散
策
エ

リ
ア
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、
参
加
グ
ル
ー

プ
は
静
岡
駅
周
辺
で
し
た
。
散
策
中
は
、

「
自
分
の
自
治
体
で
も
あ
っ
た
ら
い
い

な
」
と
思
う
場
所
を
イ
イ
ネ
ポ
イ
ン
ト
、

「
こ
こ
は
こ
う
し
た
ら
よ
い
の
に
」
思
う

場
所
を
ザ
ン
ネ
ン
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
挙
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

　

見
つ
け
た
イ
イ
ネ
ポ
イ
ン
ト
は
、
静
岡

駅
北
口
前
の
広
場
が
、
人
と
の
待
ち
合
わ

せ
の
際
に
目
印
と
な
り
得
る
銅
像
や
、
広

め
の
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、人
々
の

憩
い
の
空
間
と
し
て
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

た
箇
所
を
挙

げ
ま
し
た
。

ザ
ン
ネ
ン
ポ

イ
ン
ト
は
、

静
岡
駅
南
口

周
辺
に
設
置

さ
れ
て
い
る

銅
像
の
説
明

文
が
低
い
位

置
に
あ
り
、ま

た
文
字
も
小

さ
く
読
み
づ

ら
い
点
を
挙

げ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う

に
他
自
治
体

を
明
確
な
目

的
を
持
っ
て

散
策
す
る
こ

と
は
、
貴
重

な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

グループワークの様子

イイネポイントの様子

ナ
ッ
ジ
を
活
用
し
た
自
治
体
業
務
研
究
会

ナ
ッ
ジ
を
活
用
し
た
自
治
体
業
務
研
究
会

第第
3939
回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会「
静
岡
自
治
研
」に
参
加

回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会「
静
岡
自
治
研
」に
参
加

口座振替促進のため、固定資産税の新規納税者に
ナッジ版と従来版のチラシを分けて郵送し、

申込率の違いを検証（横浜市）
■ナッジ版では…
　チラシ全体を極力シンプルにし、具体的に何をすれば
よいのか（動作指示）や、口座振替にすることで延滞金
のリスクがなくなるなどのメリットが明確に示された。

■その結果…
　申込率が 8.8 ポイント上昇（通常版 8.4％→ 17.2％）

※詳しくは、ホームページ「自治体ナッジシェア」
　でご覧いただけます。

第
１
分
科
会
に
参
加
し
て

第
１
分
科
会
に
参
加
し
て

ザンネンポイントの様子
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第
８
分
科
会
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
最
前
線
！

～
今
考
え
る
、
地
域
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル

化
～
」
で
は
、
午
前
の
部
は
「
デ
ジ
タ
ル

化
過
渡
期
に
お
け
る
自
治
体
の
課
題
～
自

治
体
と
し
て
、労
働
者
と
し
て
～
」を
テ
ー

マ
に
講
演
が
、
午
後
の
部
は
「
自
治
体
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の

光
と
影
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
者
の
一
人
、
松
岡
清
志
氏
（
静
岡

県
立
大
学
経
営
情
報
学
部
経
営
情
報
学
科

講
師
）
か
ら
は
、
Ｄ
Ｘ
の
本
質
は
、
こ
れ

ま
で
の
業
務
や
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
の
見

直
し
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
あ
く
ま

で
も
ツ
ー
ル
に
す
ぎ
ず
、
以
下
の
よ
う
な

意
識
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

① 

Ｄ
Ｘ
の
対
象
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
原
課
の

業
務
に
及
び
、
職
員
一
人
一
人
が
対
象

と
な
り
、
推
進
組
織
だ
け
が
進
め
る
も

の
で
は
な
い
。

② 

住
民
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
や
基
幹
業
務

17
業
務
に
関
す
る
２
０
２
５
年
ま
で
の

情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
対
応
は
背
景
に

あ
る
が
、多
く
の
こ
と
を
一
度
に
進
め

る
の
で
は
な
く
、小
さ
く
始
め
、試
行
錯

誤
を
経
て
小
さ
な
成
功
を
積
み
重
ね
る

「
ア
ジ
ャ
イ
ル
」思
考
へ
の
転
換
が
必
要
。

③ 

真
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
と
は
何
か
と

い
う
こ
と
に
関
し
、
イ
コ
ー
ル
高
齢
者

で
は
な
く
、
ど
こ
に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば

必
要
な
情
報
が
入
手
で
き
る
か
分
か
ら

な
い
と
い
っ
た
行
政
プ
ロ
セ
ス
へ
の
抵

抗
感
を
持
っ
て
い
た
り
、
無
関
心
で

あ
っ
た
り
す
る
、
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ

シ
ー
を
有
す
る
若
年
層
に
も
目
を
向
け

た
サ
ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
。

今期の機関紙「地方自治みえ」について
　当機関紙では行政が抱える様々な課題などをテーマとして取り上げ、毎月１回発行しています。取り上げを
希望するテーマがありましたら、情報提供いただけると幸いです。
　なお、過去の機関紙は当センターホームページからもご覧いただけます。

2022 年４月
（第 358 号）

「地方公務員のメンタル不調の現状と原因、そして対応策について」
株式会社 MIRAIO TERRACE 代表取締役　銀座コーチングスクール奈良校代表　
澤村　一誠

2022 年５月
（第 359 号）

「自治体職員の政策形成能力と思考力」
北海道大学名誉教授　宮脇　淳

2022 年６月
（第 360 号）

「地域おこし協力隊のこれまでと今後の方向性」
徳島大学大学院准教授　田口　太郎

2022 年７月
（第 361 号）

三重県地方自治研究センター 2022 年度定期総会開催 
設立 40 周年記念講演「新型コロナ対応から見える国と自治体間関係の課題」
大正大学教授・地域構想研究所長　片山　善博

2022 年８月
（第 362 号）

「地域運営組織の現在とこれから－持続的な地域課題解決を目指して－」
島根大学教育学部教授　作野　広和

2022 年９月
（第 363 号）

「精神障がいのある人と一緒に気持ちよく働くためにできる職場づくり」
障害者雇用ドットコム代表　東京情報大学非常勤講師
松井　優子

2022 年 10 月
（第 364 号）

「エビデンスに基づく自治体政策の要諦－ EBPM をどのように推進すればよいか－」
高崎経済大学地域政策学部・大学院地域政策研究科教授　佐藤　徹

2022 年 11 月
（第 365 号）

「公共施設再編の動向と新たな展開」
三重大学大学院工学研究科建築学専攻准教授　近藤　早映　
東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻准教授　瀬田　史彦

2022 年 12 月
（第 366 号）

「『新しい日常』における自治体の窓口サービスとは」
合同会社社会情報サービス研究所代表社員　株式会社コミクリ総研主幹研究員　
瀧口　樹良

2023 年１月
（第 367 号）

「人生のスタートを孤立させないこれからの子ども・家庭支援」
NPO 法人子育てひろば全国連絡協議会認定 NPO 法人びーのびーの理事長
奥山　千鶴子

三重県地方自治研究センターの今後の予定
■３月 27 日（月）　2022 年度第２回理事会
■６月 ２ 日（金）　2023 年度第１回理事会及び定期総会

第
８
分
科
会
に
参
加
し
て

第
８
分
科
会
に
参
加
し
て


